
◇
国
会
議
事
堂
に
近
接
す

る
衆
参
議
員
会
館
は
新
し

く
建
て
替
え
ら
れ
立
派
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
受
付
で

議
員
事
務
所
ご
と
の
ア
ポ

を
と
り
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
行
っ
た
り
来
た
り

大
変
で
し
た
。
議
員
本
人
に

お
会
い
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
ど
の
党
の
議
員
秘
書
さ

ん
も
、
予
想
以
上
に
真
剣
に

聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

◇
再
処
理
工
場
の
地
元
の

青
森
、
茨
城
選
出
議
員
事
務

所
で
は
、
当
然
な
が
ら
一
生

懸
命
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

環
境
正
副
大
臣
、
政
務
官
の

事
務
所
も
訪
問
し
ま
し
た
。

「
し
っ
か
り
議
員
に
伝
え

ま
す
」
「
再
処
理
工
場
が
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
の
対
象
と
な

る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

な
ど
の
感
想
が
返
っ
て
き

た
事
務
所
も
あ
り
ま
し
た
。

◇
政
権
党
に
返
り
咲
い
た

自
民
党
本
部
を
訪
問
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
ガ
ー
ド
マ

ン
が
お
り
、
原
子
力
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
は

事
前
の
ア
ポ
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
、
陳
情
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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◎三陸の海を放射能から守る岩手の会

◎三陸のサンマ・ワカメを愛する会

◎脱原発とうかい塾

◎核燃サイクル阻止１万人訴訟原告団

他 賛同 １６団体

再処理工場の事故防止に関する要望書（ほぼ全文）

【要望事項】再処理工場（東海村、六ヶ所村）に

溜まっている高レベル放射性廃液の安全管理を

徹底させてください。

国内には高レベル放射性廃液が、（独）日本原子力研究

開発機構東海研究開発センター再処理施設に約３９３

㎥、日本原燃（株） 六ヶ所再処理工場に約２４０㎥が貯

蔵されています。この高レベル廃液は冷却が途切れると

自己崩壊熟により２４～５３時間で沸騰し大量の放射

能が環境に漏洩することが想定されます。また放射線分

解で発生する水素は１０～４０時間で爆発危険濃度に

到達します。

東海再処理工場に福島第一原発並の津波が到来して

いたならば、電源喪失のためこれが現実のものになって

いたはずです。ストロンチウムなどの放射能による高濃

度汚染のためおそらく首都圏は人が住めなくなってい

たことが想定されます。大地震・大津波・外部からのミ

サイル攻撃などが引き金になり、電源喪失、廃液の沸騰

爆発、大量の放射能の環境放出という過酷事故が想定さ

れますが、これに対する事業者の対応措置は極めて不十

分です。

世界では１９５７年、旧ソ連南ウラルのマヤーク再処

理工場で高レベル廃液の爆発が起こり、環境が汚染され

る大事故があり現在も人が住めない状況です。

国の原子力規制委員会等に問題を取り上げさせ、高レ

ベル廃液を早期にガラス固化させるなど、過酷事故対策

を求め、絶対に放射能の環境漏洩事故が起きないよう対

策を講じさせてください。

天恵の自然にあふれるこの国で人々や生き物が末永

く安心して暮らせるため、これ以上放射能で環境を汚染

することがないようご尽力お願い申し上げます。
＊「全文」と「配布資料」は 岩手の会ホームページにあります

正
月
明
け
の
十
一
日
「
三
陸
の
海

を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
と

「
三
陸
の
サ
ン
マ
・
ワ
カ
メ
を
愛
す

る
会
」
の
会
員
が
手
分
け
を
し
て
、

衆
参
議
員
会
館
の
国
会
議
員
事
務

所
を
訪
問
し
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
」
の
危
険
な
実
態
を
訴
え
る
陳
情

を
行
い
ま
し
た
。

再
処
理
工
場
の
あ
る
青
森
、
茨
城

は
じ
め
、
北
海
道
、
東
北
選
出
議
員

と
脱
原
発
や
再
処
理
問
題
に
関
心

の
あ
る
議
員
な
ど
五
五
人
で
し
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
で
、
か
な
り
の

議
員
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。
岩
手

の
会
で
は
ま
わ
り
き
れ
な
か
っ
た

議
員
に
も
郵
送
す
る
な
ど
、
訴
え
を

続
け
ま
す
。

新装の衆参議員会館



液体放出 トリチウム(ベクレル） 年度％ ヨウ素１２９（Bq） ヨウ素１３１（Bq)

０６年度 ４９７兆７００１億 22.78% ９４２４万 ３１０万

０７年度 １３２０兆２０００億 60.43% ２億３８７２万 ４６３万

０８年度 ３５９兆５２００億 16.46% ２億１２５０万 ４８３５万

０９年度 ４兆１１００億 0.19% １２４８万 検出限界値以下

１０年度 １兆３６３０億 0.06% １９７２万 検出限界値以下

１１年度 ８８９０億 0.04% ２１１万 検出限界値以下

１２年度 ７７１０億 0.04% ５３０万 検出限界値以下

放出総計 ２１８４兆５５３１億 100.00% ５億８５０７万 ５６０８万

＊２０１２年度は４～１２月まで （日本原燃 ホームページによる）

会
の
役
員
は
次
の
と
お
り
。

代
表
世
話
人

高
橋
八
郎
氏
（
岩
大
名
誉
教
授
）

小
野
寺
け
い
子
氏

（
盛
岡
医
療
生
協
理
事
長

小
児
科
医
）

千
田
功
平
氏
（
弁
護
士
）

事
務
局
長

高
塚
龍
之
氏
（
岩
大
名
誉
教
授
）

活
動
方
針

会
運
営
の
基
本
作
り
の

一
年
と
し
、
会
の
研
究
会
・

学
習
会
で
、
原
発
問
題
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る
。

会
の

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
に
努
め

る
。
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
の
主
催
や
共
催
。
専

門
性
を
生
か
し
た
講
師
活

動
。（
な
ど
な
ど
）

記
念
講
演
会

「
放
射
能
の
人
体
影
響
と
原

子
力
ム
ラ
の
問
題
、
核
兵
器

も
原
発
も
な
い
世
界
を
め
ざ

し
て
」
と
題
し
て
名
古
屋
大

学
名
誉
教
授
の
沢
田
昭
二
先

生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

沢
田
先
生
は
広
島
で
被
爆

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
倒
壊

家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
母

親
を
助
け
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
物
理

学
者
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の

原
爆
調
査
研
究
の
残
留
放
射

能
（
内
部
被
ば
く
）
の
無
視

に
つ
い
て
そ
の
不
合
理
を
厳

し
く
追
求
し
ま
し
た
。
原
爆

と
原
発
の
核
分
裂
に
つ
い
て

模
型
図
で
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
、
巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
惨
状
を
も
た
ら
す
、
原

爆
も
原
発
も
な
い
世
界
を
目

指
す
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
の
新

年
会
は
一
月
二
七
日
、
磯
鶏
公
民
館
に

二
〇
数
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

田
村
会
長
か
ら
、「
大
震
災
か
ら
二
年

経
と
う
と
し
て
い
る
。
海
を
守
る
た
め

頑
張
り
ぬ
こ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
岩

手
の
会
か
ら
出
席
し
た
永
田
文
夫
さ
ん

が
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
Ｂ
溶
融
炉

試
験
に
つ
い
て
」
報
告
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
が
れ
き
や
牧
草
の
焼

却
の
放
射
能
汚
染
の
リ
ス
ク
や
、
山
田

町
が
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
委
託
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
不
明
朗
会
計
事
件
が
話

題
と
な
り
ま
し
た
。「
放
射
能
海
洋
放
出

規
制
法
」
の
請
願
運
動
に
つ
い
て
は
、

残
す
釜
石
市
議
会
で
の
採
択
を
本
年
こ

そ
や
り
ぬ
こ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
廃
液
の
放
出
量
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
開
始
の
二
〇
〇
六
年
四
月

か
ら
二
〇
〇
八
年
十
月
ま
で
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
使
用
済
み
核
燃
料
の
せ
ん
断
・
溶
解
の

時
期
で
す
。
同
時
に
超
危
険
な
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
が
二
四
〇
立
方
㍍
も
溜
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ガ
ラ
ス
固
化
溶

融
炉
が
不
調
で
、
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
工
場
か
ら
廃
液
の
量
は
少
な
い

の
で
す
が
、
も
し
稼
動
す
れ
ば
こ
れ
に
数
倍

す
る
汚
染
が
再
び
始
ま
り
ま
す
。

岩
手
県
内
の
大
学
教
員
、
医
師
、

弁
護
士
ら
に
よ
る
「
原
発
か
ら
早

期
撤
退
を
求
め
る
岩
手
県
学
識
者

の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
、
有
志
二
二
人
か
ら
「
福
島
原

発
事
故
は
一
人
ひ
と
り
に
、
今
後

原
発
を
ど
う
す
る
か
を
厳
し
く
問

い
か
け
る
。
原
発
か
ら
の
早
期
撤

退
と
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ

の
転
換
を
」
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

一
一
二
人
の
賛
同
者
が
あ
つ
ま
り
、

連
名
し
て
結
成
総
会
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

総
会
で
は
「
福
島
事
故
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
、
子
や
孫
の
未

来
を
見
据
え
て
、
早
期
の
原
発
か

ら
の
撤
退
と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
軸
の
政
策
へ
の
転
換
を
求
め

る
」
と
す
る
結
成
宣
言
が
読
み
上

げ
ら
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

前
号
の
訂
正

裏
面
最
下
段

衆
議
院
選

挙
記
事
中
、
自
民
党
「
１
２
％
」
は
「
１

６
％
」
の
誤
記
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。


